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1. 復帰の同 VV Rじ V M00N
M ANONYMOuS

3

2

4

1 十歳の願い荒れの側に

勝利の 基 を求めて

尽 くし来られた血のみ跡

これが父の賜う愛 これが父の賜 う愛

幸の花咲 く自由の道

楽 しい望みの花咲きて

喜びうれしい同の香 り

これが父の望む理想 これが父の望む理想

咲きそむ自1句  幸の日

うれしく楽 しい父のもと

永遠に生 きゆく花の国

これが父の願う同 これが父の願 う国

水遠の願いのこの理想

父が立てたもう本然の国

楽 しく香 りて誉れ帰せ

これが父の倉1る 善 これが父の創る善



2. 聖苑のめぐみ

3

4

2

1

W REV M00N
M ANONYMOuS

限 りなき恵みはわれに与わる

永遠の生命 喜びなり

われ今 楽 しく常に讃えん

栄光を高 く棒げまつれ

一つの喜びわが胸に得て

理想を立て 常に歌わん

われ今 楽 しく常に讃えん

栄光を高 く捧げまつれ

永遠の生命われにあふれて

万の祝い ただ誉めまつれ

われ今 楽 しく常に讚えん

栄光を高 く棒げまつれ

選ばれし恵みにわれ感謝 して

誠を尽 くして み前にひれ伏 さん

われ今 楽 しく常に護えん

栄光を高 く捧げまつれ



3. 聖励の新歌 W REV MCXIN
M ANONYMOuS

1 創 られ しこの地にわれたまれ

自由と幸のため 選ばれて

真理で求め し聖霊のみ旨

この身供えて成 し遂げん 成 し遂げん

2 強 く呼びたもう聖励の声

新エデンの知らせを宣べ伝え

建設集いにこの身を俸げ

自由の回を成 し遂げん 成 し遂げん

3 成さばや新たな主の家庭を

父の訪ねたもう永遠の理想

主のみ 言 をあまねく伝え

新天新地を成 し遂げん 成 し遂げん

4 わが主の立てたもう一つの義に

新 しき歴史は始まりぬ

栄光の理想なる善き父母に侍 り

平和の秩序を打ち

'て
ん 打ち立てん
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4. 栄光の賜物

2

4

1

3

W REV MOON
M ANONYMOuS(K)

はるかに輝 く栄えの光

強 く′[き よ自由の生命

この地の果てまで日覚め立て

生命の光泉造にあ り 生命の光永遠にあれ

呼びて求むる栄えの主よ

人いなる姿は天地を抱 き

“蘇きた生命はいずこに"と

尋ぬる君をいかに迎えん

尋ぬる君をいかに迎えん

死から蘇きたこのわれは

蘇か したお方に抱かれて

永遠の愛 と恵みの声

いついつ までも喜びを

いついつ までも讀めまつれ

栄えに入るのも主の恵み

愛に満つるも主の恵み

崇め崇めて奉れども

足らぬこの身をいかにせん

足らぬこの身をいかにせん



5.勝利者の新歌    W REV M∞N
M ANONYMOt'S

l ホザナの栄光を求め しわれら

迎えよや新たなる栄えの社命を

約 されしみ旨をわれらは成 して

※ (く りかえし)

自由と幸の歌 喜び歌い

自由と幸の歌 喜び歌おう

2 暗 き間夜を切 り開き

輝 く朝は来た新 しき夜明けが

鳴らせ高らかに平和の鐘を

※

3 新 しき生命受けしわれら

誇 りていざ歌え新 しき歌を

選びたもうみ業を讃えよ高 く

※

4 創 りし主のみ旨尋ねしわれら

天なる美と愛 輝かさん

和動の花園をわれらは求め

※
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6. 悩める心に     帯:

1 暗 きカカ`われを襲い

思い舌Lる る弱 きわれ

おのが思いのみわずらいて

罪はわが身に生まれ出づる

罪はわが身に生まれ出づる

2 訪ね しわが主のみ声問けず

無知なるわれはかた くなに

おのが喜びに歩み しに

主は泣き十字架に帰 りたもう

主はllyき 十字架に帰 りたもう

3 長き聞世を救わんため

峻 しき荒れ野を歩みつつ

死すべきわれらを訪ねたもう

わが主の恵みにいかにこたえん

わが主の恵みにいかにこたえん

4 栄えの君にまみえんと

罪のこの世と闘いて

苦 しみあえぎつ歩みきた

16
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6

7

5

わが身に主は今語 りたもう

わが身に主は今語 りたもう

栄えのこの日を讃め歌わん

永生極楽四方に満ち

罪とが深きこの身にも

新たなる生命みなぎれ り

新たなる生命みなぎれ り

おおわが新婦よ来た りしか

岩山荒れ野にわれを訪ね

苦 しみ耐えきし汝力楼

この日を願いて耐えきしか

この日を願いて耐えきしか

いざいざ来たりて共に讃えん

汝がため備えしこの日まで

秘めきじfiた えなる愛

汝がため備えし真 の愛

汝がため備えし真の愛



７

　
　
」

統一勇士の歌 W REV M∞ N

M ANONYMOuS(K)

2

3

心情の因縁で世界は生き

一つに結ばる本然の縁

永遠に授受するわれらの故郷

幸の 礎 のもと千代に生きん

われらは誇れる統 ‐の勇十

強 く愛 して勇み進まん

永遠の心で光彩を放つ

創られし万物の栄光の灯台

生命力`あふれる本然の人格

理想の価値で花咲かせん

われらは誇れる統一の勇士

強 くみ旨立て勇み進まん

秩,,の 基 に真実を 1/て

永遠を約する変わらぬ価値

高 く立てらる真理の しるべ

揚々たる普きΠをはめ讃えん

われらは誇れる統 の勇士

強 く叫びて勇み進まん



4 東方に明ける輝く文化

すべての民は同胞と

願いし書き父母永遠に侍り

誓いて成さん一つの世界

われらは誇れる統一の勇士

強く理想に勇み進まん



8. 東の勇士

2

3

1

W KWANG YOL Y00
M ANONYMOuS

勝ちどきいざ立て 東 の勇十

千歳の歴史を切 り拓 き

神のみ旨が成さるとき

もろともにそれ立て 成和の若人

夢ならぬ夢が成る新世紀あけ

朝鐘打ち打 ち日が昇る

三十億すべてが理想に生 き

もろともに行こうぞ 永遠の若人

勇みて砕けよサタンの力

父とみ子らの命令に

天地すべてを捧げまつ り

もろともに勝ち抜け ir和の若人



9.朝日に輝く   w
M

l 朝日に輝 くわが山河

友よもろともに勇み立ち

生命のみ声の満ちあふる

自由の天地に仕えまつれ

2 果てなき大地よ豊けき地

身も霊 もすべて捧げまつ り

実苑よろずを神に鳥し
勝利のみ旗をかざし進め

3 み父にイイされ し若き日を

力の限 りに戦わん

天なる兵十よ奮い立て

永遠の理想を打ち立てよ

REV M00N
YUN YONG YANC



10.夢 路 で天 の  w&M YUN YONG YANC

l 夢路で天の宝を見つけました

千歳望みし 神の賜物よ

腕 に抱 き深 く思わるる

計 り知られぬ ああその愛よ

2

3

夢路で自き光を見つけました

新たな 朝 父け様と共に

聖徒ら集いみ名を拝すれば

計 り知られぬ ああその愛よ

夢路に聖徒ら皆起 き出て

手に手に光 かざし進み行 く

もろびと集い戦ダ1は続 く

計 り知 られぬ ああその愛よ

夢路で新たな道を見つけました

救われし民は 自き旗かざし

天使天軍こぞり 声を合わせて

み神を讃う ハレルヤアーメン



1

11. 成 和 青 年 歌  w nYONC CШ N HWANG
M ANONYMOUS

み父の召し受 く成和の若人

輝 くアジアにのろしを上げ

長き罪の夜々を打ち払い

地にぞあまね く朝を呼べ

※ (く りかえし)

上げよ成和ののろしを高 く

行こうよ海越え 地の果てまで

罪のすべては焼 き払い

恵みにあふれ し新天地に

真 の決意 みなぎるわれらに

勝利の歌声聞こえくる

※

熱 き血潮は希望にあふれ

靴音高 く 戦列は行 く

五色の光 行 く手に輝き

そろう歩調は天地に響 く

※



12. 我は行く Vヽ HWAN CHAI HWANC
M ANONYMOUS

3

2

1 われは行 く われは行 く

主が歩まれた涙の淋 しい道

重なり重なる十字架の道

み旨のみを われは行 く今行 く

み旨のみを われは行 く今行 く

われ 従 う われ従う

主力選 ばれたいばら道

光のため耐え忍び 勝利の冠得る道

身も心 も われ従う従う

身も′し、も われ従 う従う

われ仕えん われ仕えん

主が来られきたつらい道

千1歳願い胸に抱 き 栄えの園求め

サタン押 しのけ われ仕えん仕えん

サタン押 しのけ われ仕えん仕えん



一
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13. 苦 難 と 生 命 (A)W HYO WONユ l

M ANONYMol,s

l 義人聖人生徒 ら成せずに残す道

結ばる復帰莱 主は立ち呼びたもう

すべての天使天軍 成 されぬみ 意

秘められしみ旨 主はたずねたもう

2 世人の姿で歩まれるわが主

行 く道苦 しも いかでか11むや

永遠のエデンにましますわがJ:の

行かれし誉れ われは喜ぶ

3 主が行 くその道 死の場 もわれは行 く

恐れず雄々しく 立ちてわれ行 く

行かんとするわれ 誰が 妨 ぐ

行 くべきこの身を 誰力湖 ぐ

4 縄 にて打たれる身 引かれ行 く姿

カメラフラッシュも裁 きの日を告 ぐ

のの しるユ ダ人 あ ざける祭 :1ら

避け得ぬこの道 われまた行 くのか
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13.昔難と生命 (B)

1 天使長のラッパの音 聞 く者は誰ぞや

東西光る稲妻 その影もいずこへ

日と月Intく  星は落ちゆく

墓場で4,き 人 いずこに集まる

2 生かされた天地に エルサ レム新 し

千歳の摂理 まわり見ればエデン

涙ぬ ぐい 悲 しみ過ぎ去 り

父の栄光 来たる主いずこぞ

3 +字架で行かれた主は 十字架で来られる

死の道も地獄 も 共に歩み喜ぶ

レバノンの栄え 永遠に輝 く

自由ずる賞 エホバのみ筆

4 起 きて光を見よ 暗闇は晴れゆく

一より万 となり 築いた都に

世界の子女が 抱かれ歌う

自十字高 く ホザナと讃えよ



14.苦難のイエス  w&M
Yt'N Y()NC YANG

l ゲッセマネ同のイエスを見よや

ゲ ッセマネ園のイエスを見よや

したたり落つる血の汗見よや

十二弟子眠 リペテロも眠る

イスカリユダ裏切 リ イエスを渡す

痛 まし痛 まし罪ないイエス

うかがい見てた弟子たち皆逃げ

イエスはひとり兵上にり|かれて

布着て逃げ行 くベテロの姿

無能で卑怯なペテロのさまよ

いざりを歩かせ め しいを開けた

荒海渡った奇跡はいずこぞ

2 +字架を負い行 くイエスを見よや

十字架を負い行 くイエスを見よや

精魂尽き果てよろめき倒れ

牛追うごとくに鞭打たれ行 く

十二弟子いずこぞイエスはひとり

代わりに負う弟子ひとりもあらぬや

この世に味方す人あるけれど

神のひとり子代わるは誰ぞ
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3

悲 しい悲 し父の涙

無念だ無念だ父の思い

この世の友でも道理を知るに

父のよしみ分かつは誰ぞ

十字架にかかるイエスを見よや

十字架にかかるイエスを見よや

いかなる罪かひとり子イエス

羊のごとく汝がため死ぬゃ

父も耐え得ず 顔背ければ

わが父なぜに見捨てたもうや

三年の十二弟子イエスに似 られず

↑ しい空 しい神の摂理

後悔立たずすでに遅 し

再臨基台にいけにえ求め

二千年聖徒の血は流された

三十億救いにいけにえならん



15, 我は供物 W&M HYO MIN EU

1 われ今知る すべてを知る

供えなせど空し

父のみ 意 をわれ今知る

いけにえなく泣かれる父を

語 らで泣かれる悲 しみ意

2 われ今知る すべてを知る

死にしわれを蘇かす

父のみ恵みをわれ今知る

蘇かされ しわれにまた泣 きたもう

わが身に代われと父は泣きたもう

3 われ今行 く 雄々しく行 く

われ行 く道を変え

父に従いてわれ今行 く

備 う祭壇にわが身を棒げ

信frlと 従順でわれ今行かん





16. 復帰の心情   w
M

l 神は創造業果たそうと

復帰で尋ねし一筋の

心のつらさを誰ぞ知る

長い歴史は神の声

地上に人は多けれど

神のみ 意 誰ぞ知る

2 栄光誉むべき創造主は

人の堕落を悲 しみて

われらの美と愛求めだし

永遠の栄光誉めまつれ

神の思いはかるべ き

地に落つ涙は海と成す

3 神に秘めらる奥義は

大使のラッパで明すれど

ノア時のごとく皆笑い

暗い墓場で喜ぶや

天地に何力恐 ろしも

Ｒ

Ｏ

ＮＣ

ＮＧ

Ｏ

ｕ

裁きのその日をいかに耐えん



4.信ぜよ早く信ずれば

父のみ胸にあふる愛

本然の故郷に帰れば

これより幸がほかにありや

千年失 う子女を得た

父の喜ぴ永遠にあり



17.誓い V` &M Yじ N YONG YANC

2

3

1 土より劣る身 汚れ果て しわれを

捨てたまわず許し 死より蘇か したもう

いたわり育て 血の汗流 して

説きたもうみ 言 今0さに 奉 る

知恵なく弱き身 み跡慕いて行き

つまずき倒るれば 顧 み呼びたもう

峻 しきいばらの 血に染みし主の道

われいま誓い行 く 父の居ますみ国に

眠 りより覚めて 真 のみ旨知 り

心ただ一つに み旨のために生き

み旨のため死なん 勝利の日来るまで

み旨受け戦う 共に戦い行かん



18. 一 つ に 集 え   w&M ANONYMOUS

l 海と陸とのサタンを追い払い

自由と幸のみ国を築き上げん

統一君とわれ この地の民よ

神の願いを永遠に成 し遂げよ

※ (く りかえし)

集え集え 一つに集え

自由と幸のみ国をつ くれ

2 エベ レス山上に十字架をひるがえし

大洋海原に勝利の血を清め

統一君とわれ この地の民よ

千歳の恨みを永遠に解き砕こう

※

3 新天新地に平和の城築き

真 の父とハレルヤ歌おうよ

統一君とわれ この地の民よ

隠れた栄えを永遠に誉めまつれ

※



19. われら統一勇士

1 われら集うは父の聖なる地

過ぎしあやまちは洗い清めて

新たなる決意 み前に誓い

み神の召 したる神の子 となりて

実れる田面をみな刈 り入れよう

ああ われらは統一勇士

2 われら慕うは父のみ国

過 ぎし日の不義はみな焼き払い

望みと信仰 愛に満ちて

み神の誇れる神の子となりて

垂穂をみ倉にみな刈 り入れよう

ああ われらは統一勇士

3 われら立ちしは父の上座

過ぎし歳月は洗い流 して

新 しき心一つに結び

み神の愛受 く神の子 となりて

父のみかわりに戦い行かん

ああ われらは統一勇士

36
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20. 成し遂げよう Vヽ&M ANONVMOUS

1 成 し遂げよう 神の大いなるみ業を

告げ知らそう 神の 真 の真理を

眠 りに酔える民に 鐘打ちあまねく知らせん

いざや最後の時は来た 万軍の主に続け

イエスに背きじ罪の 恨みぞ今解き放て

成 し遂げよう 神の大いなるみ業を

告げ知らそう 神の 真 の生命を

闇に迷い し民に 生命の光をかざせ

いざや最後の時は来た 万軍の主に続け

カルバリの主に代わり十字架にかかるは今ぞ

成 し遂げよう 神の大いなるみ業を

告げ知らそう 神の愛なるみ旨を

恐れ惑いし民に 希望のみ旗を示せ

いざや最後の時は来た 万軍の主に続け

父より受けしみ旨 呆たせや勝利は近 し

2

3



21. 光は東より W &M ANONYMOUS

1 光は 東 より輝 きて

光の子たちが住める園

l‖蒼 く清 き選ばれ し国

雄々しき民は定められし民

力のもとなる神の愛を受け

今ぞわれら層を上げ 歓喜の道をいざ行かん

2 正義は 東 より燃え上が り

真 の子たちが住める同

真理を求む地は神を愛する地

忠誠の民は誉れ高き民

力のもとなる神の愛を受け

今ぞわれら胸を張 り

天なるみ国へいざ行かん

3 愛は 東 より芽生えきて

清 らなる子たちが住める園

あだを受ける地はみ旨成す国

耐え忍ぶ民は主にまみえる民

力のもとなる神の愛を受け

今ぞわれら肩を組み 生命の道をいざ行かん

38



4

5

勝利は 東 より成されきて

誉れの子たち力注 める園

日の本の国は勝利の国

戦い し民は栄光の民

力のもとなる神の愛を受け

今ぞわれら旗かざし 新 しき道をいざ行かん

栄えは 東 より開けきて

十字架を負う者の住める園

朝 日が昇るこの主のみ国

桜咲 く地は永遠の国

力のもとなる神の愛を受け

今ぞわれらとく集い 不減の道をいざ行かん



22. 新 エ デ ンの歌  w&M ANOヽ VMOUS

l 父の居 ますは生命あふるる園

暗き世にもわれらは真 を求め

み父の人格に似た真の子女 となりて

父の愛受 く神の子となりて

歌いつつ歩まん なつかしエデン

2 父の居ますは 蘇 りの園

あこがれし新生 われらは成 して

み父の人格に似た 真 の子女となりて

父の喜ぶ神の子となりて

踊 りつつ歩まん 理想のエデン

3 父の居 ますは永遠に続 く同

備えられた 王 座にわれらは着きて

み父の人格に似た真の子女となりて

父の誉め受 く 神の子となりて

手をつなぎ生きよう 新 しエデン



23. すべ て捧 げ て  w&M ANONYMOCS

l われらは■の召 し受 く真 の勇士なれば

神の 証 立てるその日その時まで

戦い抜こうよ 一つとなりて

すべての生命捧げてみ旨成る時まで

※ (く りかえし)

ただ主のために 戦い抜こうよ

すべて忘れ すべて捨てて

2 われらは主の選びし光の勇士なれば

神に栄え帰するその日その時まで

切 り開け闇を 一つとなりて

すべての情熱捧げてみ旨成る時 まで

※

3 われらは主に続 くいのちの勇士なれば

神の愛の業成るその日その時まで

勝ちて進め 一つとなりて

この身すべて捧げてみ旨成す聖徒とならん



24. 主 は来 た る  w&M ANONYMOuS

l 主は来たる 主は来たる

日出づる東方の 光るこの地に

民を治め み旨広めて

父の右にて わが主来たる

※ (く りかえし)

この地すべて主仰ぎ 踊 り歌 うよ

ハ レルヤ ハ レルヤ ハレルヤ ァーメン

2 主は来たる 主は来たる

白いみ国の 花のこの地に

罪を押 しのけ み国と成 し

神のみ旨で 王の王来たる

※

3 主は来たる 主は来たる

山 も水 も 宝多い地に

幸 とな し 誉れ讃え

父の代わ りに 救世主来たる

42



25. 成 和 勇 士 の 歌  W sANC CHUL● M
M ANONYMOuS

l 千里 またがる父の聖なる地

一億大和が神の召 し受け

天高 くそびゆる富士の 頂 に

全世界 天宙に み国は続 く

※ (く りかえし)

進め勇士 力強 く

天地を一つとし永遠に生きゆこう

2 光る東方の日出づるこの里

IL紫水明うるわ しき園

父の子女より み国の勇士となり

鎖 されしみ旨 今より解かる

※

3 われら集いて祭壇そなえ

父のみ旨の愛の国つ くろう

悲 しい涙 苦 しみなくし

新天新地に手をつなぎ生きよう



26. 輝く御国 V` WOL SONG REE
M ANONYMOuS(K,

1 日が昇る東方の光るみ国

牧場の 童 も畑の農夫も

いざ立ていざ立て雄々しく立て

待たれるみ訪れ宣べ伝えよ

※ (く りかえし)

光れ永遠に神のみ国

千代に八千代に栄えあれ

2 刈 り入れの時来た勤 じめよ

実れる田面はみ倉に入れ

天使天軍すべて共に集い

祝いのむしろにわれも侍 らん

※

3 千歳の願いも今や成 りて

真 の父 と喜び生 さん

すべての民の待ち しこの日

世々の忠臣義人の待ち しこの 日

44



27. 栄 光 の 日  W&M YuN YONG YANG

l 静かな間にたえなる声で

眠 り覚ますみ 言

※ (く りかえし)

栄光 栄光 栄光の主

迎えん 迎えん 迎えん 心尽 くして

われらは一つに美と愛交わし合おう

約された祝いの日いよよ近 し

2 暁 晴れてわれは日覚め

強 く宣べ伝えん善き言葉

※

3 新 し朝明けた聖なる子女よ

足並みそろえとく集え



28。  わ が 身 の 十 字 架 W KWANG YOL Y00
M DOOヽVAN KAM

l わが身の十字架を誰に担わさん

主はこの道を先駆けしを

賜 りしみ旨果たせず して

千歳の歴史は血 と涙

※ 〈くりかえし)

十字架背負いてわれは行かん

ゴルゴダかなたに勝オリカ漱 う

2 身に過ぎし重荷 負わすべ きや

強 く歩まばわれは着かん

み旨に棒げ しこの身なれば

などでためろうや生命の道

※

3 み旨成すがため 耐え来 し父

子 もまた共に戦わんや

成さずば苦労 も無に等 しく

戦い勝てば永遠の幸を



29. 宴のとき  ヽ&M Yじ 、 Yo、c YANC

1 新エデンの園に蒔かれし生命よ

芽生え 今育ち咲 き誇 り装いぬ

父なる神よ 聖きこの日を

祝 しませ愛の絆を ハレルヤ栄えある日

2 緑の野辺に美わしき花よ

生命を注がれ春の野舞い踊 り

み使い諸人 誉めよこの日を

祝 しませ愛の交わ りを ハ レルヤ栄えある日

3 み前に立ちて誓いし汝が身

変わらぬ愛 もて仕え侍らなん

わが主よわが神 この妹背 を

祝 しませ愛のむしろを ハレルヤ栄えある日

4 み恵みああるる永生の朝

天地よ囲め 真 の父|サ を

歌えやこぞりて主の愛の香を

永久の春は来たれ リ ハレルヤ栄えある日



30。 とり戻した栄光  w&M
いヽヽ YONG YAヽC

l わが愛の父よ 歴史をひもとき

積 もる恨みをば 今 日解き放ちたもう

アダムの罪 も ハムの 過 ちも

主イエスに背きしもすべて洗い清めぬ

2 わが愛の父よ われらを見捨てず

贖 いの道を永遠に開きたもう

奪われ し家庭 今ぞ再び

父母様によりて 成 りしその嬉 しさよ

3 わが愛の父よ 尽きぬみ 言 と

愛のみ手 もて 今ぞみ業成 しぬ

病みしイスラエル背 きしみ民

新たなる聖徒ら 永遠に贖 いたもう



31. 召 さ れ し 身    W HO∞ N REE
M JAI HOON PAK

l 召されて出立つこの身は行 くぞ

つらくも楽 しも君のみ慕いて

誰が妨 ぐ 死が妨 ぐや

誰力f妨 ぐ 死も妨|ナ られぬ

地のすみ荒れ野も恵みと共に

ツ ドムの町も愛もて訪ねて

この身のすべてを 借 しまず捧 ぐる

この身のすべてを 借 しまず捧 ぐる

み栄え誉れは君のみ受けて

卑 しみ十字架はわが身が負い行 く

名もなく捨てられ 喜び従う

名もなく捨てられ 喜び従う

2

3



1 帰れわが子よ とく帰れよや

汝が罪深 くいかに重 くも

主はすべて許 し 受け入れたもう

主のみ′し、は限りなく広 し

32. 帰れわが子よ

2 帰れわ力
'子

よ

わ力
'主

はHごと

夜ごと戸を開き

去 りし愛 し子を

W YUNG TAIK,UN
iヽ ,A:HOON PAK

とく帰れよや

訪ね求めて

tヽ痛めつ

待ち望みたもう

3 帰れわが子よ とく帰れよや

鞭才丁たれてもわ力
'主

のみ手に

才∫ちし後いたわり 慰めたもう

主の 懐 にとく帰 り来たれ



33. わが仔羊    w
M

l わが羊よ 寂 しい野原に

悩み倒るる弱き日にも

汝力甥 癒す者もなく

愛 と真実の言葉なしや

2 わが羊よ 汝カザ のために

十字架背負いて先駆け行 く

真 の牧者に従え

いさおなく弱き汝が身なれば

3 わが羊よ 飢え渇 くときに

身も魂 も彼を受けよ

天なる力 身にあふれ

尽 きせぬ喜び永遠にあり

4 わが羊よ ′ふ踊らせて

力限 りに主を讃えよ

世界の諸人愛せよ

おお わ力γ子羊 わが羊よ

CHA BONC PAК
JAl H00N PAK



34. 主はわがすべて

1 主はわが喜び わがすべて

主は苦難の日の癒 し主

主は牧者 わが岩

主はわが喜び わがすべて

2 主はわ力
'生

命ぞ わがすべて

主は試練の日の強き盾

主は望み わが愛

主はわが喜び わがすべて

3 主はわが理想ぞ わがすべて

主は永世に坐す生ける神

主は生命 わが栄え

主はわが喜び わがすべて

W&M
ANONY・ vIOuS



35。 心には願えど  w tt HuN YU
M SHIN YONC AV

l 悪 しき思い暗 く迫 り

押 さえがたき罪人われは

※ (く り返 し)

されどわれなどて悲 しみ嘆かん

すでに世に勝ちしわ力SIEい ませば

2 追い払えどまといつ く咎

主よこの身に安きをたまえ

3 心は燃えど弱 きわが身

/1ヽ 暗き道に幾度さまよう

※

4 われ罪人の 頭 なれば

ただ主にす力
'り

み救い求めん

※



36. 主よ来たりませ

主よ来たれ 来たりませ

わが′し、に来たりませ

汚れし罪深きわが′らヽに主よ来たれ

火なる主よとく来た り 罪を清めたまえ

おおわが主 願わくは

来たりませ わが胸に

主よ来たれ 来たりませ

わが祭壇に来たりませ

暗き闇に隠れたる祭壇に主よ来たれ

光なる主よ来たり われらを生か したまえ

おおわが主 願わくは

来た りませ わが民に

主よ来たれ 来たりませ

この世にも来たりませ

罪深 く減びゆくこの世にも主よ来たれ

力なる主よ来たり 悪を鎮めたまえ

おおわが主 願わくは

来たりませ おおわが主

ド

０

０

０

Ａ

Ａ

Ｗ

Ｍ

1

2

3



37. 捜 し出 され た羊  ヽ &M ANOヽ YMOuS

l 羊たちよわが仔羊

見よや か しこの真珠円を

黄金まといし花嫁のごと

まばゆく光るみ門こそ われらがための賜物ぞ

2 辿る1口 路峻 しくとも

喜びに燃え勇み立たん

夢に望み し天つふるさと

来たれ栄光ここにあり 来たれ栄光ここにあり

3 み使いたち間を守 り

集い来たるは誰が群れぞ

許 しの間に入るを望 まば

み父の印 証 示せよや み父の印証示せよや

4 開かれたり天なる門

永遠の問開きた り

来たれ来たれ諸人来たれ

慕わ しわが主に会いまつらん

慕わしわが主に会いまつらん



38. 生命 の泉 の芳  w&M ANOヽ YMOuS

l わがなつかしの故郷カナン

下ろせ汝が重き荷を

罪の世出で し心やす く

いざ主の待ちし国ヘ

※ (く りかえし)

われは生 く永遠に生 く かの地泉に行 く

われは生 く永遠に生 く 泉の 努 に

2 火と雲 柱で導きたもう

行 く道備わりたり

はやヨルダン川を渡 りなば

日指すみ国ぞ近 し

※

3 渇きじ生命に救いのマナ

降らせ し愛の奇跡

わが内なる力湧き立ちて

み名を讃えて進まん



39. 園 の歌    w&M souTHERN FOLK

l 主はおのが園に来たる その香 り満ちて

百合が咲 き乱る 百合がはほえむ

恵みのにわか雨 主が降 らせたまえば

死人また蘇 く 死人また蘇 く

渇きあるこの地に清 き泉流れ

良き地となる 良き地 となる

君は仇を討ち この世花園に

み国となる み国となる

主を信ずる者よ このみ 言 受け

君に続け 君に続け

今の試練苦労 も 後の栄えなり

エデンに帰れ エデンに帰れ

2

3

★ハングルの「国の歌Jは 61頁に掲載して
あります。



40. 主の道 W&M
VヽHlTE SPIRITじ AL

1 孤独なみ姿で 先駆け主は行かれた

死の陰の谷間を ただ一人行かれた

2 重荷を代わりて 負う者は誰もなく

血と汗と涙を 流 しつつ行かれた

3 孤独な試練の日 私も一人行こう

誰も私のため 身代わ りになれない

4 わが主の苦 しみを 忍べば力は湧 く

神 も行かれた道 私たちも行こう



41. エジプトにすめる W&も
sHmTuAL

l エジプ トに住めるわが民の

苦 しみ叫ぶを聞かざるか

行け モーセ パロに告げよ

わ力沢 去らせよと

2 エジプ トを出でてわ力沢 を

約束の地へとひきいたれ

行け モーセ バロに告げよ

わが民去らせよと

′と、を固くし 聞かざれば

災い来たると語るべ し

行け モーセ バロに告げよ

わ力沢 去らせよと

奴隷にせられし同胞の

苦 しみ呻 くを聞かざるか

いざ 行け 救い出だせ

とくとく 同胞を

4



42. 神ともに居まして V` j E RANKIヽ
M Vヽ C TOヽER

1 神共に居 まして 行 く道を守 り

天のみ糧 もて 力を与えませ

また会う日まで また会う日まで

神の守 り汝が身を離れざれ

荒れ野を行 くときも 嵐吹 くときも

行 く手を示 して 絶えず導きませ

また会う日まで また会う日まで

神の守 り汝が身を離れざれ

み門に人る日まで 慈 しみ広き

み翼の陰に 絶えず 育 みませ

また会う日まで また会う日まで

神の守 り汝が身を離れざれ

2

3
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43. 勝利の歌

3

4

5

6

Vヽ YUKO KAMIYAヽ :A
M SPIRITUAL Cl,

1 ホザナの栄え わ力
'主

来ませ り

ホザナと歌え ホザナと歌え

2 天は踊る み使い踊る

万 のものが 踊るよ踊る

エルサ レム来た 地上に来た

主の日が来た 主の日力`来たよ

燃えろ燃えろ 信仰の火よ

燃えろ燃やせ 信lrllの 火を

主を待ち望む エジプ トの地よ

永遠の花咲 く 園の日近 し

進め進め つわもの進め

主のつわものは 進み行 くよ



7

8

讃えよ讃え 愛 と真 の

万軍の主を 永遠に讃えよ

ホザナの栄え わが主来ませ り

ホザナと歌え ホザナと歌え

ホザナ ホザナ ホザナ



44。  ま こ と の 宴     w ANONYMOllS
M SPIRITUALO)

1 天地に生きて 素晴らしい朝よ

世界に結ぶ愛 まことの 宴

4

3

2 まさぐゃ神のみ 世界を支える

日本の都に真実は立つ

み栄え 神 とも あめつち三位 も

世界は幕うは われらの慰め

生命の冠 を 今こそ棒げて

天地に響かせ 神のみ真理る



45. 主 は わ が 牧 者  w BoNC CHAN CH川
M S00 CI10L CHANC

l 主はわが牧者わが飼い主 わが生命の君なれ

緑の野原に谷川に

われを導 きませ り

※ (く りかえし)

主こそわが牧者 われは主の羊

日ごと夜ごとわが生命をば

育 み生かしませ り

2 小鳥の歌 う清き朝に 夕日照らす日暮れに

愛するわが牧者の声が

われを常に呼びたもう

※

3 悪 しき者ややに迫るとも 憂 き雨風襲うも

強きみ手にかき抱かれし

われに恐れはあらし

※



46. 怒 濤 と な り進 め  w JN HoON PAK
M TONC I10()N REE

l 怒濤 となりIIlfめ  われらは若者

瞳に輝 くわれらの希望

主のみ 言 手にかざし進み行けよ

われらが生命ぞ ただ主にあれや

2 空のごと高かれ

海のごと深かれ

われらは主の子女

われらが生命ぞ

われらは若者

われらの信lr l

召されたる兄弟

ただ主にあれや

3 火のごと燃え上がれ われらは若者

滝のごと強かれ われらの血潮

若き生命かけ 証せ福音を

われらが生命ぞ ただ主にあれや

4 広がれ大地のごと われらの′とヽ情

山のごと気高き われらの理想

勝利の旗立て 歌いつつ歩めよ

われらが生命ぞ ただ主にあれや

66



47.信 じる人は W N TStlJIMURA
M CHA HUN PAK

1 信 じる人は 真 の兵十ぞ世界を駆けよ

すべての国を新たにつ くり変えよいざ

万軍の主は今 われらの 頭 ぞ

歌いて進め み国はわが主のみ手にあり

2 信 じる人は生命の火花ぞ世界を照らす

憂いと悩みの夜は希望の朝とならん

万年の■は今 われらの頭 ぞ

歌いて進め み国はわが主のみ手にあり

3 信 じる人は歴史を神にln‐ する勇十ぞ

信仰の徒をば愛 し行かん 終わりの日まで

万軍の Lは 今 われらの 頭 ぞ

歌いて進め み国はわがtのみ手にあり



48. 主 よ 汝 力'そ
ば に   w N TSLjlMURA

M ANONYMOUS

l 暗 き闇夜を迷いしわれを

呼ばわ りたまい しみ声ぞ近 し

主よ汝がそばに わが′し、をば

引き寄せたまえ 永遠に永遠に

2 時は巡 りぬ主を待つ者に

来たりたもう主のこのLrに あるを

主よ汝がそばに わが,し、をば

引き寄せたまえ 永遠に永遠に

3 日ごと夜ごとに心 を捧げ

語らせたまえや主の愛の業

主よ汝力
'そ

ばに わ力
'′

しヽをば

引き寄せたまえ 永遠に永遠に



49. い ざ 立 ち 呼 ば わ れ  w N TSulMuRA
M JAlH00 PAK

l 目を 卜げて仰ぎ見よ

罪の 巷 より傷つきし者の声

ilの 名を呼びしを

間にあえぐ人々 道に迷いし人

土にあるわれらが友 いざ立ち 呼ばわれ

2 日を Lげてlrlぎ 見よ

暗き闇の夜に 主を待ちし者の声

ししまを渡れ り

主は常に招きしが 応うる者いずこぞ

主にあるわれらが友 いざ立ち 呼ばわれ

3 日を上げて仰 ぎ見よ

父母にますわが主を まことの 掟 を説 き

愛をば示 しを

神に始 まる生命 継 ぐ者はいずこにか

主にあるわれら力{友  いざ立ち 呼ばわれ



50. わがふるさと

1 懐か しきはわがあるさと

背きし咎の地を離れ

わが名呼びし父のみ声

今ぞ今ぞ会いまつらん

主のみ許ぞわがあ、るさと

汚れ し者の罪を負い

行きまししや 卜字架の道

■よ 悔ゆる身ぞ受けませ

神の幕屋わがふるさと

仇なす人の生命をば

許 し続けし主のみ 意

奉 らばやその愛

父母なるFIlわがあるさと

開きたまいし 真 の道

今ぞ聖徒らこぞ りて立て

声高らかに主ぞ歌わん

Ｗ

Ｍ

N TSLJIMURA
ANONYMOuS

2

3

4



51.崚しき試練の W N TSUJlMURA
M ANONYMOuS

1 崚 しき試練の水の中より

われを呼びし主よ わ力■ 命の主

黄泉の力われを襲い倒る時にも

主よ生命の主よ 生か したまえや

2 罪ある者には許 しの力

冷たき心に愛のみ 言

与えたもう主はわれらの 真 の生命

われらが祈 りは感謝に尽きぬ

3 死すべき生命を生かしたまいし

主よ汝れに報いん わ力性 命もて

われ伝えん日ごと夜ごと神のみ国を

来た りたもう主ぞあまねく伝えん



52. 貴き宝

1 貴 き宝捧げまつ り

身も魂 も仕えまつらん

たえなるかなくす しきHよ

待ちし父母様生まれたもう

平和の鐘は四方に響き

慰めの日よ憩いの日よ

喜びあふれ望み尽きず

こよなきみ名を讃えし日よ

天より降る永世の国

聖なる都エルサレムよ

勇みて仰げ栄えの君

待ちし日は来ぬいざゃ替めよ

W SETSt'KO SAKURAI
M ANONYM()tS

2

3



53. 行 こ う カ ナ ンヘ   W NTSU"MURA
M ANONYMOuS

I かの地ヨルダンの岸辺はるかに

立て し勝利のエデン

その岸辺に咲きし生命の花

主の庭ぞいざ集え

※ (く りかえし)

行こうカナンヘ待ちし主の国

時は満ちた りいざ幣えよ 主に祝 さる日近 し

2 主の命受けすべてに従いて

残 さん勝利の歴史

来たり歌えわれら勝ちし民よ

主の栄光を歌え

※

3 イスラエルよ歌え声高らに

主の栄光の凱歌を

その声天地にとどろきて

ilの 米たるを告げ知らせん

※



54. 暗き闇路に

1 暗き闇路に迷いしわれらは

析 りて求めきし主の光

※ (く りかえし)

暗き閣は明け初めたり

来たりたもうぞわれらが主

いざこぞ りてとく迎えや

光と生命のわが主を

2 わが主のみ業を信ずる者

幸いなるかな神の選び

※

3 伝えや新たな主の福音を

叫べや高らに声を合わせ

W N TStJIMURA
M ANONYMOuS



55. bn:Eo)^Ifr w. & M. N.rsuJrMURA

2

4

3

楽 しきエデンよ わがiの家庭

無限にあふれる愛の泉は

渇きじしヽの砂地に流れ

生命の若葉を萌え出でさせん

歌いて楽 しめ一つになりて

平和の 紫 よ わ力'iの 家庭

憂いと悩みの 巷 を出|で し

わが身を招 きてかき抱 きたもう

温かき腕  主の 懐 よ

笑みする′亡、にわが主を忍ぶ

強 き 礎  わ力'主
の家庭

テ|の Lに建て し神の幕屋ぞ

激 しき雨風吹 き荒るるとも

など恐るべ きわれらは つ

信ずる心の堅き砦 は

香りぞ気高 し わが立の家庭

愛する心の満ち満ちあふれ

心 もてllrり 身をもて侍らん

あまねく放てや愛の香 りを

大地すべてにとく放てよや



56. 待ちしこの日 W T AMANO
M ANONYMOuS u'

2

3

1 歓 びはずみで待ちしこのH

天地すべての待ちしこの日

真 の父よ真の母よ 侍るわれら歓びを

一億民の心一つに 今ぞ歌 え高らかに

生命の泉はあふれ湧きて

渇きじ者みな待ちしこの日

真 の父よ真の母よ

「
Iる われら歓ぴを

み旨に棒 ぐ祈 リーつに 今ぞ歌え高らかに

涙に濡れきし罪を拭い

永遠の愛の火燃ゆるこの日

真 の父よ真の母よ 侍るわれら歓びを

新 しエデン園に響かせ 今ぞ歌え高らかに



57.告げよ W T AMANO
M ANONYMOuS ll)

2

1 夜明けを告げよ 起き出でて告げよ

すべての間は消え去れりと

長き歴史の苦 しみは去 りて

輝 く朝は明け来たると

大地に響けこの歌声よ

神のみ民の歌ぞ争 け

世界に告:ナよ 喜ぴを告げよ

見よわが父はここに在 りと

愛に結ばれ故郷を知りて

われらは永遠に神に在 りと

天地に響けこの歌声よ

神のみ民の歌ぞ響 け



58. 丹心歌

2

1

｀ MONG,00,UNC
M ANONYllouS IK,

幾度死すとも 砕け散るとも

たとえ身も魂 も朽ち果つとも

慕わ しきわが主に捧げまつる

熱きこの胸の忠誠消えず

幾度生命の われにあるとも

ことごとわが主に侍 りて棒げん

揺るぎなき誓いのさらに燃ゆる

熱きこの胸の忠1誠消えず



59.朝 は小鳥の

]朝 は小鳥の歌に覚め

夕べ揮 く星の下

箇び積みて行く年l■i

岩の上なるわ力塚 庭

3

2

Vヽ T AMANO
M N TSUIIMURA

嵐寄せ来る試みに

苦 しきことの多きとも

み神 と共にいず くにも

祈 りて歩むわが家庭

愛の箱舟 舵とりて

′とヽ つに父母と子は

目指す行 く手を主のみ手に

ゆだねてうれ しわ力ヽ家庭



60. 恵みと奇跡の

恵みと奇跡の Iの道の

奥に潜める悲 しみよ

世人はこの願いのみ

呆たすを望みて主に付 くを

「み父の与うる 盃 を

飲むよりほかに道なきかJ

Inま じる汗にて祈られ し

園に弟了らは眠 りたり

本の架の重みに込められし

御父の嘆きと人類の罪

ゴルゴダの悩み今も負う

とりなしの犠牲の主の姿

われまた知らざり上の道の

奥に潜める悲 しみを

わが 勲 は足らねども

報わせたまえや主の愛に

Ｗ

Ｍ

T AMANO
N TSUJlMURA

2

3

4



61. 栄 光 の 主 よ   w TR SHЮ EO uEDA
M ISURAELI

l 栄光の主よ 恵みはあふれて

われらの歌声 静かに聞きませ

2 創造の主よ み力はあふれて

われらの歌声 喜び開きませ



62. 十字架より叫び聞こゆ
W ANONYMOt,S

l 十 字 架 よ り叫 び聞 こゆ  M FINLAND HYMヽ

彼 らを許したまえと

神のみ子苦 しみ受け

世の罪を負いたもう

グッセマネの暗き夜の

その祈 り君知るや

ゴルゴダの丘の上の

苦 しみは誰がためぞ

2 +字架より叫び聞こゆ

すべてのこと終わりぬと

神のみ子血を流 して

世の罪を清めたもう

本の上にくぎ才rた れ し

その痛み君知るや

ゴルゴダの丘の上の

苦 しみは誰がためぞ



63. 山に育む

1 山に 育 む木々の緑

木陰に沈む夕日の中に

われらを包む愛の姿

KAZUAК :KUBO
M NISIIIDA

Ｗ

Ｍ

2

3

さらば行かん神の愛の中に

流れる波間の砂の響き

磯に砕けるしぶきの中に

ゎれらに語る愛の姿

さらば行かん神の愛の中に

間にまたたく星の光

われらの′し、を清めるように

ただ深々と降る姿

われは行かん神の愛の中に



64.空 と ぶ 小 鳥 は     ■ T AMANo
M M NISHIDA

l 空とぶ小鳥は蒔かず刈らぬに

み神は愛 もて養いたもう

2 名もなき野花にソロモンよりも

優れる装いlllう み神ぞ

まず神の国と義とを求めよ

すべてのものみな添えて与わる

思い煩 いを主の手にゆだね

今 日を喜びてfLえ まつらん

4

3



l 大地はほほえみ青空は踊るよ

露けき緑に明るき朝は来ぬ

わ力地 に響 くは命の歌 愛の歌

歌声織 りゆ 〈清 しき朝の歌

65。 朝の歌

3

2

ヽヽ T AMANO
M ANONVMOUS

輝 く波間に希望満ちあ方、れて

「帆上げて発てよ」とささや く風吹きぬ

わ力〕胸に響 くは命の歌 愛の歌

ひとす じ織 りゆく「り出の朝の歌

伸びよや若草 額 高 くあげて

み父の栄光誇 りもてあらわせ

わが胸に響 くは命の歌 愛の歌

心情織 りゆくわれらの朝の歌



66. イスラエルよ帰れ
W N TStJlMURA

l 背 信 の イ ス ラエ ル よ
M SHiCERU MuROFUSШ

わ力
'も

とに帰 り来よ

裸の出に聞こえる

イスラエルの民の声が

悲 しみ祈る声が

2 背信のイスラエルよ

わ力
'も

とに帰 り来よ

背 きし罪責めじと

主は涙流 したもう

許 しの愛 もて

3 見よわれらは帰らん

主こそわれらが神

今なつか しき名をば

呼びて帰 り仕えん

わが
'、

るさと わが父



67. 主 と 共 に 生 く  W N TSuIMuRA
M M NISHIDA

l われ今主にて新たに生まれん

古 きは去 りて新 しき人と

新たなる生命川のごと流れ

その愛 光となりて輝 く

※ (く りかえし)

われ主に侍らん誓い違わず

永久までもtと 共に生 く

2 創られ し者皆清められ

罪咎ことごと洗われし今は

このわが きぞみ神の 庵

わが家ぞ祝福の回 愛の庭

※

3 主に従う道 遠 く崚 しくも

歌いつつ歩 まん勝利 を信 じ

われ 真 の父母に侍 りたて まつ り

日ごと証 し続けんみ神の愛



68. 十 字 架 に 向 か え り Wヽ TstjJIMURA
M M NIsHIDA

2

3

1

“

リラェの麟とり貧しき村に
癒 しの業を証せ しイエスは

背 きしエ リヤにみこころ痛め

寂 しく岸辺に一人たたずむ

ああ ああ その日より

主の行 く道は十字架に向かえり

悲 しみの道は十字架に向かえり

ゲ ッセマネの国に立ちしイエスの

悲 しき祈 り誰か知るや

眠 りに倒れし弟子を哀れみ

一人裁 きの庭に向かいぬ

ああ ああ その時より

主の行 く道は十字架に向かえり

悲 しみの道は十字架に向かえり

父よ彼 らを許 したまえと

祈 りしイエスの最後の叫び

神をも人をも涙に濡らし

悔いの涙は歴史を清めん

ああ ああ その丘より

新たな道は十字架を越えり

勝利の道は十字架を越えり



69. めざめて祈りつ

1 有の目罪を犯す時には

一つの日もてみ国へ行かん

′と、は望めど力は弱 し

日覚めて祈 りつ悪に打ち勝たん

2 正 しきことを愛する心

悪 しきことをば憎む心を

わが内にたまえ 父母よわが主よ

され1錫弓き身も悪に打ち勝たん

3 群がる敵 も憐れみ許 し

とりなしたもうわが主の愛よ

正義 と愛とをこの身に満た し

強き神の手にとらえたまえや

Ｗ

Ｍ

T AMANO
M NISHIDA



70. 善き闘いを成し終えて

1 善き闘いを成 し終えて

永遠のみ国に入りし君

天使天寧迎え立ち

讃えの歌ぞ響きたる

2 輝き集う神の民

生命棒げ し証 人

並び立ちたる門に入り

|ヨ き義の衣まとう君

3 臨終の息の中にさえ

愛 しまつ りし主の前に

近 く進みてねぎらいの

手をたまわるか 今君は

4 われもみ業にいや励み

人にぞ積まん善き宝

勝 ち歌唱うv31旋 の

君に相会うその日まで

90

Ｗ

Ｍ

T AMANO
M NiSHIDA



第 二 部



71. 光 る この地  W&N ANONYMOじ s“ )

1 しとしと五月雨甘露 とな り

打ち寄す磯波地をならし

こうこう照る月道明か し

深々降る雪 力添え

光る園光る園 うるわしこの国栄えあれ

2 そびゅる山脈丈夫生み

流れる川水烈女生み

山の木刻んで家つ くり

実 りを刈 り入れ夕げ楽 し

光る園光る園 うるわしこの国栄えあれ

3 千代に八千代に栄えあれ

子を生み孫生み地に満ちて

手に手に花摘みこの土地に

はほえみ浮かべて強 く生 く

光る園光る園 うるわ しこの国栄えあれ



72. 嘆きを吹きとばせ w&M
ANONYMOUS

l 冷たい冬の本枯 らしよ

残忍なその手を清めよ

春風吹きて香 り満ちる

とだえたこの地を呼び起こせ

2 い力ヽ こ残忍な雪風 も

消えゆく運命のひととき

春風吹きて香 り満ちる

とだえたこの地を呼び起こせ

3 起きよ春の蝶 ひばりよ

荒漠な国のつらい夢

春風吹きて香 り満ちる

とだえたこの地を呼び起こせ



73. 愛 郷 歌    W&M ANONYNllttSは ,

11先が築いたうるわし地

まことを
'ヽ

くして成 し遂げよう

新 しき歴史はわれを呼ぶ

生命を燃や して世のために

慕わ し山や川 ふるさとよ

神が与えた永遠のに|

礫辮・
:



74. 国の春 W&M ANONYMOt S(K)

1 来たれ友よ同の春は季節に花咲 き

うれし春を楽 しむ エデンの友よ

すべて来たり踊 り 春を歌おう

2 来たれ回の友よホザナ 声高 く

踊る同を迎え 楽 し友よ

すべて来たり踊 り 春を歌おう

3 来たれ友よ園に集い 楽 しく歌い

永遠に春■義t七 エデンの友よ

すべて来たり踊り 春を歌おう



75. 愛 の 統 一    W&M OsAM:KUBO●

1 聞け 怒濤の雄叫びを

闇の歴史に悩みたる

嘆きの民が求め来 し

解放 自由の旗高 く

ああ 願いは愛の統一世界

見よ 雄壮な旗並みを

輝 く希望に胸躍 り

集えるわれら 火と燃えて

団結 勝利 限 りなく

ああ 願いは愛の統一世界

起て 万国の同胞よ

熱 と力と涙 もて

道ははる力ヽ こ遠 くとも

救 l■l 救世 たゆみなく

ああ 願いは愛の統一世界

2

3





76。  わが心より  w&M

l わ力ヽ しヽより求めし地よ

いま踏む大地 母の胸よ

小鳥は胸を弾ませて

七つの海を歌い行 く

森に明けゆく朝日を浴び

光に満てる主を讃えて

2 父の願いし理想の国

汗と涙で築 き上げん

この一片の木の葉にも

父の思いはいかばかり

今ぞわが主の胸深 く

蘇 る大地 守 り行かん

3 長い歴史をただ一人

積 もる思いも語 りえで

耐えきじ父のその胸に

いつも浮かぶはあの丘よ

切なる父の願い胸に

力の限 り 子 もまた行 く

98

KENII NOMtlRA



4 世界の朝はしらじらと

いまこの地より明けてゆく

ああいとおしの同胞よ

涙の跡をいざ共に

先駆け行かん十字架の道

一つに集う その時まで



77. しあわせってなんだろう
W&M KENII NOMuRA

l 幸せ って何だろう 星に尋ねてみた

みんな仲良 くすることさ 星は答えた

大きなお日さま中にして九つの星が回る

愛の光を受けながら これが幸せ

2 幸せって何だろう バラに尋ねてみた

美 しさを競 うことさ バラは答えた

赤 自黄色に装って どの花見ても可愛い

大事な花と言われれば これが幸せ

3 幸せって何だろう ひばりに聞いてみた

高 くはるかに飛ぶことさ ひばりは鳴いた

どんなに高 く飛ぼうともお空の果ては遠い

まだまだ上にゃ空がある これ力'幸せ

4 幸せって何だろう 羊に聞いてみた

主を捜 していくことさ 羊は鳴いた

狼どもが襲っても 飼い主さんの声に

耳を向けて りゃ安心さ これが幸せ

llXl
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78. 手 を つ な ご う W KEM NOMURA
M TAMAE NISHIК AヽVA

l 光を求め寄 り集う

世界の友よ手をつなごう

同 じ人の血を受けながら

なぜ憎み合う兄弟よ

過去の恨みは水に流 し

lH界の友よ手をつなごう

世界が減べば何がある

耐え難い胸 も今は忍べ

求める道はみな一つ

世界の友よ手をつなごう

愛 と真 で語 り合おう

みんな幸せになれる道

乏 しさ分かち譲 り合い

世界の友よ手をつなごう

親の心で尽 くさねば

どうして世界力ま えよう

4

2

3



5 静かに胸に手を当てて

世界の友よ考えよう

自分力荘 にならなけりゃ

誰が世界を支えるのか



79. 栄光 の聖戦  w&M sHcEYU● lNl●

1 理想は高 く天を突 き

足は確かに大地踏む

ああ栄光の聖戦に

臨むわが胸躍るなり

2 負けてなるかと敵陣を

にらんで今日の戦いだ

ああこの生命続 くまで

父母の願いに生きるのみ

4

3 終末の時明かされた

み国の 礎  大真理

地の果てにまで宣べ伝え

われらの使命を果たすのだ

父母に愛され守られりゃ

一人立ちてもなお強 し

ああ祈るなら示さるる

神の心情 本然の国





80. 美しいものを求める心は
 ヽ とヽ  TOMOHIRO ISHIZAKl

l 美 しいものを求める.ぃ は

すでにそれだけで美 しいのかもしれない

都会の夜空に星を探す人に

すでにそれだけで神の光の

輝 きに満ちた幸せ色の

希望の明 H力 送`られるのかもしれない

2 美 しいものを求める′亡ヽは

すでにそれだけで美 しいのかもしれない

野を舞う蝶々の羽が欲 しい人に

すでにそれだけで大空の青さへ

向かって飛び立つ向膚1な はばたき

豊かな夢が送られるのかもしれない

3 美 しいものを求める′亡、は

すでにそれだけで美しいのかもしれない

純自の雪にあこがれる人に

すでにそれだけで汚れることない

幼 子の祈 り 悲 しみを越えた

清らかな思い送られるのかもしれない
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4 もしもそうなら:」r はるかな星空を

飛ぶ流れ星になりたいと願 う私は

宇宙でははかなく燃え尽きる生命だけど

人の心には永遠な光を

抱けるように 絶えせない愛 と

真実を尽 くして生 きてゆきたいのです



81. 春の旅に    w&M
TOMOHIRO ISHIZAKI

l 暖かな日ざしに草原は歌う

歩む僕の手に蝶々が止まる

いつか地球を春がおおう日が来る

その日 世界は一つの家族になる

それは日の光に託された願い

野ばらと交わした春の約束

2 青やかな葉風にさざめく檎 は

旅終えた小鳥を休 ませている

いつか地球を虹がおおう日が来る

その日 世界は一つの家族になる

それは春風の運んだ訪れ

幸せの歌 春のやすらい



82.小さな生命   w McmO FtllH
M M NISHIDA

l 小 さな小 さな生命だけれど

なぜか誰かに捧げていたい

悲 しみの町 苦 しみの海

訪ねて 闇夜の光となりたい

2 小さな小 さな生命だけれど

なぜか誰かに捧げていたい

大地は乾 く 砂漠なだけに

旅人をもてなす 泉でいたい

3 小さな小さな生命だけれど

なぜか誰かに捧げていたい

望みの消えた この国だけに

心を照らす燈火でいたい

4 小さな小 さな生命だけれど

なぜか誰かに捧げていたい

歴史は移る 世の末だけに

祈 りを捧げて日の出を待ちたい



83. 生命の木 Vヽ YASUSII1 0HNOYA
M M NISHIDA

1 今 日まいた一つの種は

明日にはきっと芽を出すだろう

人の心を耕 しながら

喜びの苗を植えてこよう

※ (く りかえし,

ああ生命の本 空に伸びろ

ああ生命の木 実 りを結ベ

2 今 日も誰か泣いてるだろう

明日にはどうかはほえむ顔に

人の心の悲 しみ訪ね

喜びの光をともしてこよう

※

3 今日も心結
`」

lせ ながら

明 日にはそれを世界のものに

人とまなざし交わし合って

喜びの園を広げてこよう



84。 いつかそれがわかる
ヽ l AMAヽ O
M TOSHК )OHKI

l どんなにどんなに厚い雲の上にも

青空高 く太陽は輝いてる

いつかそれがわかる いつかそれがわかる

雲が情れてキラキラ踊る光に

それがわかる それがわかる それがわかる

2 どんなにどんなに涙が流れたって

もうすぐそこに喜びは近づいてる

いつかそれがわかる いつかそれがわかる

涙め ぐい明るい明日を見れば

それがわかる それがわかる それがわかる

3 どんなにどんなに遠 くつらい道でも

いつでもそばに神様がついているよ

いつかそれがわかる いつかそれがわかる

雨に風に足下にある小石に

それがわかる それがわかる それがわかる



85. 星           w MIcHIKO KUDO
M SEUI TAKAHASHi

夜空にまたた く小 さな光が

私の心に呼びかける

きよらかなその光力ヽ さを和 らげる

満天の星 世界中の兄弟たちよ



86. fn" Lord is One
W.& T{, DAN FEFFI]RT{AN

I . All my brethren, can t you hcar nrc sa),
'lhc l,ord will love yoLr forever and a day.

All my brcthren, can t you hear me say,

Thc lord is one.

x (< r)r'iL)
Oh can t yotl hea t. brother.

And won t you co0e along

To build thc heavenly Kingdom

And singa brand new song.

2 . Call evrybody, lry lo understand,

We ve got to start working, thc time is at hand.

Call evrybody. try to understand,

The Day is come. X
3 . Lo oD Mt. Zion (the) son of man apprars:

to rulc the house ofJacob for ten thousand years.

I-o. on Mt. Zion. (the)son of man appears.

And crics, lt is donc. X

4 . All bound togethcr nobody can falli
l,oving each other loving onr and all,

All bound together. nobody can fall.

Orr race is one (our) race is won.

Our race is one.
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87. I'lt Never Leave You
W. IIILI,IE [:DWARDS
M AMERICAN TRADITIONAL MEI-ODY

I ll never leave you anymore

for I havc found in your bright eyes

a river oflove, a heart ofgold

a peaceful mind. a hand to hold.

And what ll I do with this prccious gift?

Shall I embrace it to myself?

Oh. no I can t I would lose it sure

it must bc given if it's to cndure.

And how will I use this treasure slore?

How will I share this wordless joy?

I'll greet all men with a loving heart

I'll speak the truth with a clear vorce.

And together we ll build a world that s new

That s fit for kings and fit for queens;

We'll raise thern up to rulc the land

and place dominion in your hand-

Wc'll Devcr leave you anymore

for we have found in your bright eyes

a river of love. a heart ofgold

a peacelul mind, a hand to hold
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愛唱歌



88. 栄光のハイウェイ

1 夜明けは近い 世界の夜明け

輝 く希望に 胸は躍る

一つに集え 万 の民よ

その手で築け 愛の橋

ああ あこがれのハイウェイ

2 世界に向かい 伸びる道

日本のこの地に 始まれ り

世界の祈 り 佐賀の都に

歴史にしるせ この時を

ああ 栄光のハイウェイ

3 勝利は近い 天宙復帰

響け建設の つち音よ

真 の父母様 中心に

世界は一つに 結ばれる

ああ 統一のハイウェイ



89. 幼子の夢
Vヽ&M SUNAO KODAMA

l お父様 と呼んでみたなら

そこには愛が 愛が 愛がある

広い世界のどこまでも

愛の花が咲いている

お父様って呼びたいな

ひと目この目で会いたいな

きらりと光るこの星にのり

あの花へ行って行って行ってみたいな

2 お母様 と呼んでみたなら

そこには夢が 夢が 夢がある

空のかなたのどこまでも

希望の川が流れてる

お母様って呼びたいな

ひと目この日で会いたいな

ゆらりと揺れるこの舟にのり

あの川へ行って行 って行ってみたいな



90. 主の道ってすばらしい

アポニムに笑いかけたら

そよ風が返ってくる

だから涙さえす ぐにかわく

主の道ってすばらしい

※ (く りかえし)

夢は両手にいっぱい み旨あるのみ

勝利は心の中に

ああ摂理が私を呼んでいる

会長がいつか言ってた

泥沼に花咲かそうと

だから一人でもさみしくない

主の道ってすばらしい

主の道ってすばらしい
※





91. 信仰のつばさ

1 友よ あなたに信仰 という名の

翼をあげよう これからのために

野原をさまよう 歩き疲れた

子羊のように あなたはさみしかった

信 じることを忘れた世界から

今あなた力沫 立つ時には

愛という名の広い大空を

自由に飛べるように

2 大きく翼を広げてごらん

力強 く飛び上がるために

初めて味わう喜びの息吹

これ力榊 様の愛の世界です

今まであなたの苦労の涙が

信仰 という名の翼になって

長 く続いた心の重荷を

軽 くして くれるでしょう



3 愛の大空を旋回しながら

神様の′亡、 知ってください

いつかあなたが迷い し羊たちに

み 言 伝える時が早 く来るように

神様の愛が 真 の愛が

地上に届 くことを願って

信仰の翼を大きくはばたけ

あなたは神の子だから



92. 立てよいざ自由のため

1 立てよ いざ自由のため

打ち鳴らせ 新生の鐘

若 き命かけ 守らん祖国を

暴虐の血に染みたる欺踊の暴徒 らを

打ち倒 し真実の祖国を築かん

2 忘るるな 祖国のため

流 したる 数々の血を

命の限りに 愛せ し祖国を

わが友よ勇気を出せ 正 しく前を見よ

この国を減
`ま

すは なに入なるかを

3 戦わん 平和のため

退けば ただ死あるのみ

愛 と真実で 興さん祖国を

兄弟よ 一人びとり国の柱 となり

破局へ と転げゆく 日本を救わん



4. 進め いざ世界のため

神のともしび 高 くもち

真 のみ親に 結ばん祖国を

永かりし罪の歴史 一つに結ぶまで

十字架へのその道を 先駆け歩まん



93. ぶちぬけ火の王

1 lLめても止まらない火の玉だ

ぶち抜け敵陣

六千年耐えてきた父の恨みを晴らせよ

お前たちを信 じているよ

心配するな父がいる

約束をたがえたことがあるか

だからどんと行け

2 神が祝 したもう火の玉だ

ぶち抜け敵陣

恵を焼 き尽 くす聖なる火 怒濤の進撃

お前たちは召された兵士

すべては神が成 したもう

ベス トを尽 くせ 後は父がみる

だからどんと行け



3 サタンの度胆抜 く火の王だ

ぶち抜け敵陣

最後は一人の戦いだ自分がやるのだ

お前に任された仕事を

勝利 しなければみんな無駄

一人でも欠ければ胸力漏 む

だからどんと行け

罪の根焼 き尽 くす火の玉だ

ぶち抜け敵陣

世界はそこから明けてゆく神の橋頭堡

お前たちですべてが決まる

中心の思いに気を合わせ

祈ってやれば勝利は固い

だからどんと行け



94. 心を開けば

1 濡れた瞳を そのままにしないで

風のささやき 聞いてごらん

いつか知らず 心 も晴れる

そんなことは 誰にもある

悔やんでいないで 時の流れは

誰にも優 しいわけではないのさ

心を開けば主の愛が いつも共にあるはず

2 生 きることに いつか気づいたなら

空のささやき 聞いてごらん

いつもあなたに 語 りかける

雲 と虹で 語 りかける

希望とはほえみ 忘れかけたら

素直な自分を 見つめてみるのさ

心 を開けば主の愛力' いつも共にあるから



95. Over The D ream

l 輝 く明日に向かって旅立つ悲 しみ乗 り越え

涙をふいて 行こう元気を出して

人生の願い胸に旅立つ時には 過去の過ち |よ

みな忘れよう あなたの明日のために

生きる喜び知った日から あなたの道は

開き始める おお胸は熱 く燃えながら

心の間を貫いて行 く 立ち上がれ 若き命よ

It s flying in the sky  Over the dream

2 さあ行こう どこまでも力強 く 希望の歌を

歌いながら ′L・ ひとつにして

永遠の理想胸に旅立つ決意 勝利の旗を

高 く掲げて 行こう海を越えて

愛する喜び知った日から あなたの心は

明るくなってゆく おお夢は虹を越えてゆく

誰 もが願 う愛の理想 輝け 若き命よ

It s flying in the sky  Over the drean
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96. Cet Back TO The Nature

l 世界が生 まれた日 喜びに包まれた

今では空の果て 夢よりもはるかな日

何かが叫んでる この胸の奥深 く

僕らの時代からその日に戻 したい もう一度

たとえ|よ雨の中 あてもなくさまよえ
`よ

頬をつたうしずく 気がつけば涙になる

それは君が生きる 本当の喜びを

どこかに探 してる 自分を見つけたから

※ (く りかえし)

Cet back to the nature 夢を無くすな

Take a chance of your season 今がその時

2 傷つ き疲れて 後に残るものは

ひび割れた′さ それとも苦笑い

人生の裏側に逃げ込むことはないさ

今君の前には 朝焼けの道がある

※



3_世界を愛 したら 不安が消えてゆく

自分を捨てたとき 真実が見えて くる

長い閥いの後 何を勝ち取るだろう

時を脱いだ生命 永遠の輝き

※



97. 飛翔 W TERtiHIsA TAMAKI
M  TETSuYA Sじ КIKAWA

1 暗いしじまから朝の便 り

さしこむ光を迎え

飛び立つ翼が朝 日受けて

輝きの空へはばた く

時間の岸から舟を出 して

漕いで行 く 大きな海へ

嵐の中さえくぐりぬけて

愛をつなぐ港目指 し

飛び上がれ あの空高く

太陽に届 くまで

世界は君のものさ

告げる開幕のベルが

ふるえてないで飛び出せ

大きな舞台へ 涙を忘れ



2流 れる記憶のはざまから

呼びとめる黒いハーレクイン

振 り返らないで過 ぎ去った日は

昨 日より若い明日ヘ

手をのばせば そこに いつも

大 きな世界が

熟れる前の果実

青 く 時を待っている

愛する程に 涙がダイヤのように

輝いていく

飛び上がれ あの空高 く

太陽に届 くまで

世界は君のものさ

告げる開幕のベルが

あるえてないで 飛び出せ

大 きな舞台へ

涙を忘れ



98.涙の歴史

1 涙でつづる主の道は

孤独な父を慰めて

神の歴史をひもといて

涙でにじんだ 1ペ ージ

※ (く りかえし)

早 く過ぎ去れ 青春よ

血のにしむ闘いの中で

ただひたすら 待ち続けた

真 の母を探 して

2 異国の地へ とただひとり

神のみ 言 たずさえて

自分の命を投げ捨てて

神の願いを果たすため

早 く過ぎ去れ 青春よ

闘いは子女たちが受けて

ただ苦労を 追い続けた

真 の父母をめざして

血 と汗 と涙の折 りから 産声があがる

信仰よ炎と燃え上がれ 世界の果てまで

132



99.

増口}。}
オ′マーヤ

望口)。ト キ■。ト
オムマ ヤ  ス ナ ヤ

ャ■o卜  7。■せ せス}
ス ナ ヤ  ヵン嗜ン サルジ・・

讐Ol薔  ■■Olモ  舌ユ■ 哄
トゥレスン パか ギヌン なモン ピッ

哄暑 計Olモ  J霊 J 二J
/4ンムン ′

'タ
スン  カ 'ベ   ノ レ

増口}o}ャ L10}7.Iせ  せスト
オ́ マーヤ   ス ナ ヤ  カンt●ン サ″ジヤ

オ ンマヤ

お母さん お姉さん 川辺に住みましょう

庭には キラキラ光る金砂の光

裏門を出ると 章の葉の歌

お母さん お姉さん 川辺に住みましょう



100.

。卜Jを
ア

'ラ
ン

。)4■ ユ
ア ラ ツ ヨ

■

ル

嗜

ル

司

ソ

ヨ

リ

ｏト

ア

斗

ア

0}■ 悲 ユア‖ニ リ・ lを●I
ア ,ラン コグロ ノモカング

斗詈 可■ユ フレ l薔  」♀
ナルル  ポ リ ゴ  ヵ シヌン  ニムン

増J二 臭フトパ JJ せ叫
力 ■ ド モッカ ノ ′

"‐  ナシダ

ア リラン

アリラン アリラン アラリヨ

アリラン峠を越えていく

私を捨てていく君は

一里も行けずに足力堀 む



101・  ;り型 今易
♀■・ l 全せ♀ =電  晉●l二 生ゼ♀ =赳
ウ リ エ   ソウキメン  トンイル  タ メ ド   ジウォヌレ  }シ イ″

。1 尋舎 日}月 バ 暑嘔 =電 。1・l ユ4
イ  モタス́   バチョン  トンイ″ トンイ ツ ヨ  オ ラ

。| パ副 せ71讐  暑管
イ  ギョレ  サ～ツヌン  トンイ″

。1 し}斗  奏モ瑚 暑電
イ  ナ ラ "ン スンデ  トンイ″

=魁
。1●1 01バ  ユ4 =電 01J ユ4

トンイ リ ヨ  オ フ  オ ラ  トン{り ll オ ラ

私た ちの 願 い

私たちの願いは統一 夢にも願う統一

この命を献げて統一 統一よ来い

この民族を救う統一 この国の復帰 も統一

統一よ早 く米い 統一よ来い



102. 嗜」フト
タンシムガ

。l暑。1 キユ  エ詈ユ  電叫剋 ユ 月 そ・ l

イ モ ミ  カゥコ   トノュゴ  イ″ベグベン  コチヨ  ジユゴ

叫晋。1 型二 J●l lrl。14二 蚊ユ鎖ユ
ベツコツ チントテオ ′′シラ ド イッコオンコ

督番J 魁■嗜」 ′卜電詈。1 銀ユ 計
イムk・ /｀レ  イ～●″ンシム   カン～′ュ

'   
イッス

'ャ

斜■tl 魁■せ増 ′}電 書。1 銀ユ4
インピレ′`レ  イ～ピンタンシ́   カシ́ ノェツ  イクスリャ

ル心歌

幾展 死すとも 砕け散るとも
たとえ 身も壇も 朽ち果つとも

慕わしき わが主に 捧げまつる

熱き この胸の 患議消えず



103. スト者J 口lニ
サ ラング   ミ ロ

ユニ号 ■■
= 

■4せ
ク ト●ン  タ ノム″  ′ヽゴンマン

スト嗜皇 曾イト 鍼Olぶ

=サラングン  プ′●ス  オブジ ョ

スト」 ユ ニ  せ ■  ァ}舎 ♀  起 電 斗 斗 Ol =ス |ユ
サラング ロ  スレモン  カ スムン  テンシ,●

′` 十 エ  ウ,.ジ ョ

ユrl ■♀ ァ}舎 oll 」Jそ ストJ。 101
タ デ  チヤグン カ ス メ  シ モ

", 
サ ランギ ヨ

=封 = 
手スl 口}ユ 剋望司

サンチョル″  チ_ブ   マ ォ  ョンウオニ

普ニ ス|十二 鎖。l 。}号■ スト嗜J 口|二●
l

タツト   シジヤント  オブシ  アドゥヵン  サラング  ミ 0 ヨ

愛の迷路

そんなに警いをしますが

愛と,ヽ うのは1)か りません

愛で盲目になった胸は 真実ひとつに泣きます

私の小さい胸に 刻んだあなたの愛よ

私を 傷付けないで下さい 永遠に

終わりも 始めもなく 果てしない愛の迷路よ



104. スト嗜司
サランヘ

ストJ司  嗜型
= 

なJヱ スト嗜J
'ラ

ンヘ  タンシス″ チレマ′,●   サ ラン｀

オだ。1 1ヽ■
= J LI 

を .‐1011

タンシニ  ホギヨト"  トナ ガン テイエ

増ロト斗 せ
== 

書薇■月 二尋rlュ
オ″● ナ  ヌンム″,. 力.',メ ンノ  モルング オ

可。| ・ l●1 到。
1

イェイ  イェイ  イェイ

●101 J。 1 到。
l

イェイ  イェイ  イェイ

ストオ司 嗜社書 」せニ ス}著J
十 ランヘ  タンシスル チレ,″ ●   サランヘ

愛している

愛するあなた 愛はひとすじ

あなたとBlれて わたしはひとり

流した涙は いまでも熱い

イェィ イェィ イェィ

愛 しているの あなた あなたひとす じ
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105. ユJせ
ポ ツパッ

ユ・
dlせ スト哄4二 」●17}電

ボ ツ′《ッ  サイッキ″,   コ ロ カミコン

日早二■  生 司蛾●l 嗜詈嗜手 rl
ヌィプルヌレ  ン 'イ ッ′   ナ′レ″モ却はュタ

哄■ 401 ゴヱ劇 潮口}せ暑嘔
イエ六ンガギ  ウエ●ウォ  フィ′(ラム′～ミヨン

ユ♀ =J 哄′卜Oll =■ 書嗜
コウンフ レ  クイッカ エ  トシ″ョオング

暑。}工嘔 。}早二 J ol対 総ユ
ト ラ ボミョン  ア ム ド   ベ イ ジアンコ

月Ч普  ぜ■七嗜 缶 Ol 群キ ■l
チ≠ヨンノ″  ピェンハヌルやン   ス ネ   チキス ナ

麦畑

麦畑の小道を歩けば

誰か呼ぶ声があって 私を止める

昔の思いが淋しくて口笛を吸けば

美しい歌が 耳元に蘭こえてくる

振り返って見ると 何 も見えないで

夕陽だけが目にうつる



106. 二さスト坐 磐= 
ストLIol

ノーランシヤス  イブン   サ ナ イ

エき スト坐増
= 

せ親与 ユ スト」。
|

ツーラン  シヤスイブシ   マロ′スレ   ク   || ラ ミ

●lせ 封 LI■ 子0}Ol」 4 嗜到詈●
l

オたレジ   ナスレチ●ア   オ` シゾ   ‐ メ トウ●

口1嗜♀ 。卜|ス|■  4■ ■ ■4型 沼
ミナ′ ン   ア ニ 'マン  シ●シツカ,  t,■ t,■

ユ。|′}4モ 憲O1 01ぜ 4 ■Oll告■
タ ィ ガ  ナスレチ,ア   オ

^レ
ジ  マ メソ″リョ

。トー 。卜臭 J ・ 卜
= 

月

=二
J暑  ■ ■

ア ー ヤルッタン   マウ^  チョウ′ スキ,■ジ  シムジ
=レ

。}― ユ。l二 し}詈 幸。}■ユ 月|■ 4
,― タイド ナ′ら, チョア′ヽゴ ケシルカ

ニさ スト禁増♀ せ餞モ ユ ストJ。 |

フーラン シャスイ4  や。′スレ  タ  サラ ヾ

Ol■ スl 斗■憲。}Ol dス| ■Ol ttOl

オ｀ レジ   ナスンチ| ア   オ｀ シ
'   

マ メ トウロ

黄色いシャツ着たひ と

黄色いシャツ着た無口な男

美男じゃないけどあの人が好き

ああ胸が痛む 彼 も私力
'好

きかしら
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107. 二■月
トラ ジ

エ斗ス| ニニH 叫二 44
トラノ  トラノ ベハ ラノ

」増せ■Oll 叫ニユト■
シ,シ´

"チ
ョホ  ヘタト ラ ノ

■早半71せ  ■Olニ
′ンドプ

'マ
ン ケオド

嘲日}子 tl二 せ」嗜 朴暑子4
テ パ タ ニ ロ  ′ジシンマン チヤスング ナ

朝副ユ 瑚Jユ Ol ulo}
エヘイヨ  テヽィヨ  エヘイヤ

Ol■ 4 せ嗜 4●lスト 手rl
オヨラ ナング チフアジャ ッヽタ

イア1 対 せ嘔り 二44フト
チョギ チョ サバ ッチ  トラ ノ ″

ニヨ
♭

せ
午

ニヨ
レ

■
午

トラジ

トラジを取 りに山奥ヘ

カゴにいっぱい取れました

あちらの山のふもとにも

自いトラジの花がゆれている



108.芍
=°

l を71
ノ ウ ン バ ンガ

憲。l =こ|¶  妻 O1 31可  ス1晉J エゴ
■ンギ  シ‐

' 
ネ  コッチ  ピネ  セドウレ  ノ ´

,■ ユ 増言
ウンスレ  ク  オ″グ●

ユ■■4 11 ス}著。卜 Ll を
= rl斗

対 ロトユ
ク リウォラ   ネ  'ラングア  ネ  キヨト″  ト ナ ジ   マ オ

封
= 

せLlユ ストオ
= 

製♀ ■■
= 

イJ
チヨウム ヤンナ ゴ  十 ラン/‐  メジ″  ^ンダウン  コ '

口}|≡9 イJ
● ウ メ  コ ツ

。1暑rle バ
=●

lバ ィ舎olバ  をユ■Ll斗

アカ
'ダ

ウン ノ ウ ン ソ  ノウ レ ツ サ ル●ムニ ダ

ソウノレ謹韻次

鍾が鳴る 花が咲く 鳥たちの歌

笑うその顔

懐しいなあ 私の愛する人よ 私のそぱを

離れないで

初めて会って 愛を結び合った 愛情の道

′しヽの道

美しいノウルに ノウ′ンに 住みたいなあ
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